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《道徳・実践報告》

協調学習を取り入れた道徳の実践報告

神谷千恵子* 谷郷多恵子* 玉城健一*

*琉球大学教育学部附属中学校

I はじめに
本校では昨年度より、全教科で協調学習を取り入

れた授業を行っているo そこで、学校教育全体で生

徒一人ひとりをはぐくむという視点から、今年度は

研究の対象を教科だけではなく、協調学習を活用し

た道徳の授業にも試験的に取り組んだ。ここでは、

今年度の道徳の実践報告を行う。

E 研究目的
知識構成型ジグソー法による道徳の授業実践を行

い、その成果と課題から今後の本校における道徳授

業の研究推進の手がかりを得ることを目的とする。

E 授業実践
1 実践内容

(1)単元名『情報モラルについてJ

現在、私たちはテレビや新聞、雑誌、インターネ

ットなどを通して、とても多くの情報に接している。

一度に多くの情報をやりとりするネットワークの発

達により、これまでは成し得なかったサービスなど

が数多くあらわれて、私たちのくらしや社会を支え

るようになった。特に、めざましいのが小型のパソ

コンを持つようになったといわれるスマートフォン

の普及である。様々な機能が取り入れられ便利にな

った。しかし一方では、個人情報等を公開したり、

書き込みしたりすることによるトラプ‘ルが社会問題

となっている。そこで情報の収集や発信に対する道

徳的判断力をはぐくむことをねらいとして本単元を

設定した。

人との関わりの中で生きていく私たちは、インタ
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ーネット等を通じて友人や仲間、同じ趣味・関心を

持った人との多様な交流を通じて、さまざまな見方

や考え方に出合う。その際に、情報を吟味しながら

収集・発信し、さまざまな見方や考え方を受け入れ、

生かしていく視点を持つこと、また、情報を受け取

る相手が不特定多数であることを意識した上で、情

報収集・発信のあり方について考えていくことは、

情報モラルを身につけていく上でも大切であると考

える。そこで、メインの課題を「情報を収集・発信す

るとき、君ならどうする ?J と設定し、 rSNSについ

てJrツイッターについてJrLlNE についてjの3つ

の視点からエキスパート課題を準備し、対話を通し

てさまざまな考え方に触れることによって自ら考え、

判断し、自らの行為の結果に責任を持って行動しよ

うとする態度をはぐくみたい。

(2) 具体的な内容

① メインの課題

「情報を収集・発信するとき、君ならどうする ?J

② エキスパート活動

園約4分

|エキスパート話輔さt動;議謝

A rスマートフォンJについて考える

-資料を読み、スマートフォンの便利さと与える影

響について、自分の考えを持つことができる。

B rSNSのつながりJについて考える

-投稿した人の立場に立ち、行動や心情について考

え、自分の意見を持つことができる。

c rLlNEいじめ」について考える

・いじめられた側やいじめた側の立場に立ち、その

ときの心情や行動について、自分のこととして捉

えようとしている。
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〈調関1 ローソン事件〉

?イヌクり-1.>悶渚.11の申巴λQ沼健(M)申突の上にほし

っかりとrLAWSONJの文字が包蔵されているCとから

この庖隠悶温いなくローツンであることが1111.11できる.gた
鎗砲されたSロのコメントにも 『本当に白いJrMローツンで

は買りない」などのクレームtl'.IiIいていe>.

さらに~'"ト主で儲.Cのローソンの掴研の精lrが温み.庖簡

の盤崩tl'IIO'nたURLUも包出してい畠.ぃ-o'nに世よ渇・E障の申に人1:1入ーという穴旋不衝笠な寧喪がR健してしま

った以上.ローソンの!IU慢宮s免れないだろう.

回国人はなぜ、 SNS土に様々な情報を公閉する@挺8うか?
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このころ担獄の友人に「つらいJr死にたい」と相制してい疋Aさんは、早朝、マジションから罰uo
りた.m繕電信の来送包メールには『みんな 呪ってやるJと記されてい1E:..

その直後Aさんを中傷じていたBさんは raのせいだ.訟も死ん定方がいいのかな』

と包き込んだ.だが、過夜の憶にIct乙うI!~込んだ. rお酒寄制。WJ

眼聞 い~-'.t.~~・ØlA書ん、主にいU.II:.の88ゐ
それぞれの立燭巴抱。τ.1.τみよう. a*i:*6どうする?

|ジグソー活動・約20分|

①各エキスパートで話し合った内容を互いに発表

しあう。

②各エキスパート活動の考えを統合して課題を解

決してし、く。

③ジグソー課題についてクロストークに向け、班

で出した意見をメモする。

|クロストークー約 12分|

① 各班でまとめた考えを全体で意見交流

② メインの問いに対する最終的な自分の考えをワ

ークシートに記入咽

「情報を収集・発信するとき、君ならどうする ?J

ア生徒の解の変化

メインの課題 fLlNEなどのSNSを使うとき あな

たならどうする ?Jについて、ジグソー活動する前

と後の記述を比較すると次のような変容があった。



[学習前の解]

言葉づかいに気をつける。-時間を決め

て午後 10時以降は使わないようにしたり

する。

徒A 生

[学習後の解]

LlNEは友だちがたくさんできるけど、

トラブノレも多くなる。いじめも起こったり

するから、あまり LlNEを使わないで、友

だちと話す機会を多くする。また、自分自

身の言葉一つ一つに責任を持って相手の

気持ちも考えて使いたいです。

[学習前の解]

言葉づ、かいに気をつけるロ自分の気持ち

をわかりやすく伝えるために顔文字など

を使う。

[学習後の解]

生徒B 

携帯を持つことで便利なことも増える

し、楽しいことも増える。だけど、その中

でも危険は増えていくことがわかった。

LlNEや SNSを使うとき、自分の個人情報

を守ったり、相手の情報を守ることが大切

だと思いました。ネットに載った写真は、

一生消えないので、自分の行動に責任を持

って使いたいです。

[学習前の解]

TwitterやLINEなどでは悪口は書か

生徒C 

ない。

[学習後の解]

LlNEではメリットもデメリットもたく

さんあるけど、 1番は相手と自分のことを

考えて行動しようと思います。

はじめは、 f言葉遣いに気をつけたしリや「時間を

決めて使う」とし、う意見が多かった。しかし、ジグ

ソー活動で自分の考えを伝え、仲間の考えや思いを

共有することで視野が広がり、深く考える様子がう

かがえた。また、対話を通して自分のことをふり返

り、見つめ直すことができただけでなく、相手のこ

とも考え、自分の行動に責任を持つという気持ちが

うかがえた。
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イ.生徒の授業の感想

子どもたちの授業の感想として「道徳でジグソー

活動Jは、難しいという声が多くあった。しかし、ジ

グソー活動に慣れるにつれて「ジグソー活動は自分

の責任重大だし、それらが合わさって初めて答えが

出るので、とても真剣に学べるし、よかったJや「自

分の身近な話だから、もう一度考え直してみたり、

ジグソー活動のおかげで他の人がどう考えているか

とか分かったり、そういう風に考え直したり、もう

一度心に決めたりできたJ、「いろんな考えを知るこ

とができて世界が広がった気がした」、「みんなで話

し合うことで、新しい意見や解決策を考えることが

できました。このような活動がさらに人との関係を

良くしていくのだと思いましたJ、「道徳のジグソー

活動は、他の授業のジグソー活動とは違って、より

いろんな人の考えや気持ちが分かったと思いますJ

などの感想に変わった。

ウ.授業者の感想

LlNEやSNSの使用の仕方について、今までは漠然

と「相手の気持ちを考えて使えばしWリと思ってい

たが、他の考えや意見を共有することにより、自分

の考えが深まり、子どもたちの声から「責任を持っ

て行動したしリとしづ言葉が聞けたことがよかった。

しかし、もっと心を揺さぶるような質問があると、

情報モラルについてさらに深く考え、葛藤し、活発

な対話の中で学びが深まるのではなし、かという反省

が残った。

W 知識構成型ジグソー法による道徳授業

の課題と次年度の研究に向けて

1 課題

・それぞれのエキスパート資料をどう組み合わせて

新たな発見を見いだすか、また、互いの意見をど

う組み合わせていくかが大切である。

・エキスパート資料の作成が大変であった。全職員

で資料を共有し、子どもたちが考えたくなるよう

な資料(老財オ)作成が必要である。

-教師側の発問一つで解からズレが生じてくるので、

発問の工夫が大切である。

-教師が資料を吟味し、子どもたちが道徳の授業が



楽しみと言えるような準備が必要である。

-指導要領と照らし合わせ、自作資料をどう兼ね合

わせていくか、視点をどう捉えていくかが大切0

・心の中で、思っていること(判断)持たてまえの自

分(偽り)仲本当の自分→頭の中では正しい答え

が分かっているが、行動に移せない生徒が多い0

.深めるためにはどうすればいいのか?もっと輸を

広げられるようになるとよい。

・エキスパート活動からジグソー活動に移るとき、

問いが漠然となってしまい、いったん深めたのが

浅くなってしまった。

・エキスパート活動で得た自分の考えをジグソー活

動へどう持っていくのか?自分の立場がどうなる

のか?考えさせる閉し、かけが大切である。

・閉じエキスパート資料で、 Aさん、 Bさん、 Cさん

の立場で考えるのもよい。しかし、同じ資料なの

で吟味しないと深まらない。

・エキスパート資料を見ながら話し合うのも良い。

子どもたちは全部暗記するわけではない。また、

写真から読み取るものは、ことばで伝えることは

難しいので、資料を参考にする0

.道徳的実践カをどう育てていくかが一番の課題で

ある。

-夏休みの校内研修においてエキスパート資料を持

ち寄り見てもらうことにより、たくさんのアドバ

イスをもらうことができたので、継続できるとよ

し、。

-他の学級で検証授業をさせてもらうことで、次に

つなげられることができた。

-附属小学校の道徳授業を参観させてもらい、少し

だが連携を持つことができた。次年度は時間割を

調整してもらい、もっと連携できるとよい。

2 次年度に向けて

本年度は、知識構成型ジグソー法による道徳の

授業実践を試験的に行った。その結果、様々な課

題がみえてきた。これらの課題を手がかりに、次

年度は全職員体制で課題の解決方法を検討し、授

業の実践を重ね、研究を推進していきたい。
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